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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,ポルフィリン間の結合形態がその相互作用にどのような影響を及ぼすものであるかを系統的
に評価するために,種々のポルフィリン複合体を合成し,その光物性についての研究結果をまとめたもの
であり,得られた主な成果は次のとおりである｡
1."wheeトand-axle"型リンポルフィリンダイマー, トライマ-は,高極性溶媒中,天然の光合成反
応中心における特異な対称構造に近い部分的にスタックした構造をとり,励起状態の失活過程において電
荷移動状態が寄与することを明らかにした｡
2."center-to-edge"型リンポルフィリンダイマー, トライマ-の励起状態の失活過程においても電荷
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移動状態が寄与し,かつその程度は"wheeトand-axle"型リンポルフィリンダイマー, トライマ-よりも
大きく,この差はポルフィリン間の配向に由来することを示唆した｡
3.フリーベースポルフィリンとリンポルフィリンからなる新規なトライアドを合成し,多段階電子移
動が達成されていることを明らかにした｡
4.ポルフィリンのメソ位の置換基の異なるリンポルフィリン同士を架橋 した"wheeトand-axle"型リ
ンポルフィリンダイマーを合成し,生体類似の高速かつ高効率のエネルギー移動が達成されていることを
示した｡
5.ポルフィリン環の末端同士をスペーサーなしに直接結合した新規なポルフィリン複合体を合成し,
これらについて励起一重項状態の安定化,強いエキシトン相互作用を示すとともに,ポルフィリン汀電子
系の直接の結合にもかかわらず,直結型複合体の励起状態の失活過程は対応するモノマーと比べてほとん
ど摂動を受けないことを明らかにした｡
以上のように,本論文は,種々のポルフィリン複合体について,それらの合成法の確立及びポルフィリ
ン同士の結合形態や各ユニットの電子状態と複合体の光物性との関連について明らかにしたものであり,
学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は,博士 (工学)の学位論文として価値あ
るものと認める｡ また,平成9年 1月27日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,
合格と認めた｡
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